
第１４２号 

 

令和２年８月１５日 リーフかさぬい 

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
地

域
の
皆
さ
ん
と
安
心
安
全
に

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
！ 

 

七
月
十
一
日
（
土
）
に
笠

縫
学
区
地
区
防
災
計
画
報
告

会
を
、
各
町
内
会
長
は
じ
め

防
災
計
画
策
定
委
員
な
ど
４

５
人
参
加
の
も
と
開
催
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
報
告
会
は
、
令
和
元

年
度
に
笠
縫
学
区
地
区
防
災

計
画
を
策
定
し
、
三
月
十
三

日
に
開
催
予
定
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
延
期

と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
今

回
、
参
加
人
数
を
縮
小
し
た

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。 

 

ま
ず
、
計
画
の
策
定
に
関

わ
っ
た
、
一
般
財
団
法
人
関

西
情
報
セ
ン
タ
ー
よ
り
、

「
策
定
の
経
過
報
告
」
が
あ

り
、
続
い
て
、
計
画
を
ま
と

め
る
に
あ
た
っ
て
１
年
間
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
助
言
い

た
だ
い
た
龍
谷
大
学
政
策
学

部
准
教
授 

石
原
凌
河
さ
ん
か

ら
、
「
笠
縫
学
区
の
地
区
防

災
計
画
の
紹
介
と
地
区
防
災

計
画
策
定
の
効
果
」

に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

石
原
さ
ん
は
、
「
地
区
防

災
計
画
の
策
定
が
ゴ
ー
ル
で

は
な
い
。
計
画
で
決
め
た
こ

と
が
不
完
全
か
も
し
れ
な
い

の
で
、
毎
年
の
訓
練
や
防
災

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
通
し
て

“
見
直
す
”
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
で
き
る
こ
と
を
計
画

す
る
。
」
を
特
に
何
度
も
強

調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

九
州
に
大
雨
特
別
警
報
が
発

令
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
直
後
の
報
告
会
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
真
剣
な

面
持
ち
で
話
を
聞
か
れ
て
い

ま
し
た
。 

笠
縫
学
区
の
防
災
目
標 

 
災
害
が
発
生
し
て
も
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め

に
、
日
頃
か
ら
学
区
全
体
の

力
を
結
集
し
て
地
震
と
風
水

害
に
備
え
、
各
災
害
発
生
時

に
は
適
切
に
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

 

計
画
で
は
、
災
害
発
生

時
、
自
宅
か
ら
広
域
避
難
所

ま
で
の
避
難
の
流
れ
と
、
各

町
内
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
防
災
活
動
や
避
難
体
制
を

共
有
し
、
学
区
全
体
の
力
を

発
揮
し
て
、
災
害
に
打
ち
勝

つ
た
め
の
指
針
を
策
定
し
ま

し
た
。 

 

地
域
の
つ
な
が
り
を
生
か

し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

た
め
に
も
「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 

リーフ 

か さ ぬ い 笠縫学区（６月３０日現在） 

男性 ５４３１人 女性 ５６９６人 

世帯数 ４７１６世帯 
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笠
縫
学
区
地
区
防
災
計
画
報
告
会 

町内会によって異なる避難パターン 
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● 内 容：３試合（２４ホール） 

● 対 象：学区内にお住まいの成人 

● 定 員：１００名（定員に達し次第受付終了） 

● 持ち物：マスク・タオル・飲み物 

      スティックとボール（貸出あり） 
 

【申込み】９月１６日（水）までに、まちづくり協 

     議会事務局へ電話または直接事務局窓口 

     で申込んでください。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 ※新型コロナウイルスの感染状況により、 

  開催を中止する場合があります。 
 

● その他：雨天の場合は開催を中止します。 

 （当日午前７時３０分に判断しますので、微妙な 

  場合は事務局まで問合わせてください） 
 

● 主 催：文化・健康・スポーツ部会 
   

  【申込先】 笠縫学区まちづくり協議会事務局 

        ０７７－５６２－００７１ 

笠縫小学校グラウンド 

月 日 
9：00～12：00 （受付 8：30） 

 ふるさと記憶絵図 ついに完成 

 今後の予定（８月１５日～９月１４日） 

※記事作成時点での予定です。新型コロナウイルスの感染 

 状況により、変更になる可能性があります。 

 ８/２２（土） 第３回 ふれあいパトロール 

 ８/２８（金） まちづくり協議会 運営委員会 

 ８/２９（土） 第４回 ふれあいパトロール 

 ９/ ５（土） 第５回 ふれあいパトロール 

 ９/１２（土） 第６回 ふれあいパトロール 
学区同推協 第３・第４講座 

参加者募集中！ 

笠縫学区まちづくり協議会 

賞品も用意しています！ 

 

◆参加申込みにあたって◆ 
 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 

 次の事項を承諾してください。 
 

 ① 発熱や風邪の症状がある場合は参加できま 

     せん。 

 ② マスクを持参してください。 

 ③ 参加者名簿を公的機関へ提供する場合があ 

     ります。 

  

ふれあい広場２０２０ 

開催中止について  

まちづくり協議会からの重要なお知らせ 

 令和２年度に開催予定の「笠縫学区ふれあい

広場2020」につきましては、《3密》の回避が

困難であり、クラスター発生のリスクが高いと

考えられることから、新型コロナウイルス感染

の拡大防止と、参加および来場される方々の健

康と安全を最優先に考慮の結果、開催中止と決

定いたしました。 

 「ふれあい広場2020」を楽しみにしていた

だいていた学区の皆さんには、大変申し訳あり

ませんが、ご理解いただきますようお願い申し

上げます。 

 地域安全部会 
 
 ７月４日（土） まちづくりセンターにおいて、ふ

れあいパトロールの説明会を実施しました。 

 ふれあいパトロールは、５人一組で学区内を自転

車で巡回し、初発型非行の未然防止と青少年の健全

育成に対する意識の高揚を図り、青少年が楽しく地

域で学び遊べる

環境づくりをす

すめるため、毎

年学区のみなさ

んの協力で実施

しています。 

 実施に先立っての今年の説明会は、新型コロナウ

イルス感染の３密防止を図り、１９時と２０時の２

回に分けて、４３名の参加で開催しました。 

 開会の挨拶に続いて、スクリーンに画像を表示し

て、パトロールの趣

旨や、責任者へのお

願い、パトロール実

施時の留意事項、ま

た、集合時間・乗り

物・持ち物・終了時

の記録等の具体的な

説明を行いました。 

 また、巡回にあ

たっての注意事項や、巡回先６か所での店員さんへ

の声掛け、不審者への対応、交通ルール等の説明を

行いました。 

 パトロールは８月１日から始まります。青少年が

楽しく、地域で学び、遊べる環境づくりを進めてい

ます。 

 ふれあいパトロール説明会を開催 
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KEEP SMILING ～笠縫幼稚園～ 

 ６月から幼稚園が再開しました。今年度、笠縫

幼稚園では「命ファースト」を合言葉に、子ども

たちが安全に、楽しく、そして笑顔で過ごせるよ

うに毎日工夫を凝らした活動に取り組んでいま

す。 

 特に今年はコロナウイルスの影響で、様々な活

動制限がありま

す。そこで子ども

たちが心と体を思

いっきり開放でき

る魅力のある保育

を先生と子どもと

一緒に展開してい

ます。 

 子ども育成部会  
  

７月１８日（土） 新型コロナウイルスの影響で、

子どもたちが参加できない中、子ども育成部会員が

中心となって、５月に作付けしたさつまいもの移植

作業、人参の植え付け、農園の愛称を描いた看板の

設置事業を行いました。 

 農園の愛称については、子どもたちに、日常とか

け離れた状況の中で野菜を育てるという農業体験を

通して、わくわくドキドキを感じ豊かな感情を育て

てもらう目的と、様々な体験を通して視野を広げ、

将来の夢の選択肢を広げて欲しいという願い、子ど

もたちは冒険が大好き！とを併せて、『笠っ子アド

ベンチャーパーク』（Ｋasakko Ａdventure Ｐark 

= ＫＡＰ）と名付けました。 

 

 農業体験農園の愛称は“ＫＡＰ” 

 笠っ子アドベンチャーパーク 始まる！ 

0・1歳児の生活 ～認定こども園みのり～ 

 コロナウイルス感染予防として保育中マスクを

着用しています。 

 しかし、0・1・2歳児が保育者の表情を見て模

倣したり、言葉を獲得する時期に口元が子どもに

見えないのは発語

等に影響がないか

と 職 員 間 で 検 討

し、食事の介助や

絵本を読む時など

透明のマスクを使

用しています。 

 また、コロナ禍

の中でも、生命の

保持と情緒の安定を図ることはもちろん、心身と

もに目覚ましく発達していくこの時期に保育者が

丁 寧 に 関 わ り、保 育 室 や 廊

下、園庭等子ども達が十分に

探索行動できるようにするな

ど常に環境の工夫をしていき

たいと思います。 

 当日は、まず、大きく茂った雑草 

の除去を行いました。 

 約１時間の作業後、さつまいもの移植班と、人参

の植え付け班、看板の設置班に分かれて作業を行い

ました。今年は長梅雨で野菜の価格も高騰していま

すが、自分たちで植えることで、野菜作りの難しさ

や市場の仕組みも学べました。 

 これから夏本番です、草刈りなどまだまだ収穫ま

で大変ですが、地域の皆さんが同じ目標に向かって

活動できることを第一の成果として考え、学校、保

護者、地域、協議会、様々な方の交流を深められる

事業になることを願っています。 
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広告募集！！「リーフかさぬい」は広告を募集しております。 

詳しいお問い合わせは笠縫まちづくりセンターＴＥＬ：０７７－５６２－００７１へ  

リーフかさぬい 

 

七
月
十
六
日
（
木
）
１
３

時
か
ら
、
笠
縫
小
学
校
の
校

長
室
で
、
「
ふ
る
さ
と
笠
縫

の
記
憶
絵
」
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

笠
縫
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
竹
村
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
６
年
生
の
各
組
代
表
の

４
名
が
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
受

理
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
撮
影

の
後
、
４
名
の
方
が
、
そ
れ

ぞ
れ
感
想
を
発
表
さ
れ
、
笠

縫
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
ま

い
り
ま
す
と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

校
長
先
生
の
挨
拶
の
後
、

作
成
委
員
会
責
任
者
の
伊
吹

さ
ん
か
ら
、
代
表
の
４
名
の

方
に
、
記
憶
絵
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
六
月

の
広
報
の
時
に
、
全
戸
配
布

さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
は
、

笠
縫
小
学
校
の
２
～
４
・
６

年
生
の
昇
降
口
に
掲
載
し

て
、
学
習
活
用
時
は
、
教
室

に
掲
示
し
ま
す
。 

 

こ
の
記
憶
絵
は
平
成
二
十

六
年
に
笠
縫
と
笠
縫
東
学
区 

   

合
同
で
、
ふ
る
さ
と
絵
図
作

成
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
完

成
ま
で
５
年
間
、
地
道
な
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

６
地
域
（
野
村
・
平
井
・
新

堂
・
駒

井

沢
・
上

笠
・
下

笠
）
の
聞
き
取
り
会
を
実
施

し
、
収
集
し
た
風
景
や
思
い

出
を
も
と
に
ス
ケ
ッ
チ
を
作

成
。
規
定
用
紙
に
下
書
き

し
、
色
付
け
を
し
て
完
成
し

ま
し
た
。 

  

          

４ 

笠
縫
小
学
校
へ
の
ふ
る
さ
と
笠
縫
の 

 

 
 

 
 

 
 

記
憶
絵
贈
呈
式
を
開
催  

※タペストリー 

壁掛けなどに使われる室内装飾用の織物の一種 


